
柳井市立柳井中学校

平成２６年度授業づくり拠点校（活用力研究事業・中学校国語）実践事例

柳井中学校 研修主題

自分の思いや考えをもち、意欲的に学び続ける生徒の育成

～「言語活動の充実」をとおして～

国語科の研修重点

言葉に注目し、自分の思いや考えを表現できる授業の工夫

活用力の育成（言語活動の充実）の視点

・自分の思いや考えを表現し、他者と交流することで理解を深める授業

・根拠をもって筋道を立てて思考する授業

１ 研究にあたって

「身に付けさせたい力（活用力）」の洗い出しと授業の構想

○ 全国学力・学習状況調査に見られる課題

【国語Ａ・Ｂ】問題から見られた課題

全国学力・学習状況調査の結果、本校は、国語Ａ・Ｂ問題ともに好成績を収めた。

しかし、その中でいくつかの課題が見られた。まずＡ問題では、辞書を活用して、

語句の意味を理解したり、文脈の中で適切に使ったりする力については、十分には身

に付いていないことがわかった。また、Ｂ問題では、自分で資料を読み、複数の情報

を比較して読み取る力が十分ではないことがわかった。

【質問紙】および授業評価に見られる課題

学力調査では、「聞くこと・話すこと」「書くこと」については好成績を収めたが、

が、生徒の意識としては、書くことには抵抗があり、自分の意見を他の人に説明した

り、文章を書いたりすることは難しいと感じている。さらに、うまく伝わるように組

み立てを工夫したり、根拠や理由を挙げて説明することができていないと感じている。

これらのことは、生徒による授業評価の項目で、「自分の意見を書いたり、発表した

りする力が高まったと思える」並びに、「コミュニケーション力（聞く・伝え合う・

話し合うなど）が身に付いたと思える」が低いことにもつながっている。これは、校

内の課題としてあげられることである。

そこで、授業の中で自分の考えを表現させ、他者と交流させることで、上記の課題

を改善したいと考えた。全国学力・学習状況調査の結果は３年生の実態であるが、本

校生徒の課題は全学年に共通しているといえる。これらの課題を解決することをめざ

し、研究に取り組むことを共通理解して、本研究をスタートさせた。

○ NRT（集団基準準拠検査）の結果から見られる課題

５月にNRTを実施し、その結果から、１年生の課題として以下に示す領域、項目が

課題として浮かび上がった。



○ 課題のある『中領域』

・文学的な文章を読むこと ・説明的な文章を読むこと

・表現の効果を確かめ、正しく書くこと

○ 課題のある『小領域』

・要点をまとめる ・推敲、文末表現 ・場面読み取り

・文章の構成理解 ・段落の構成理解 ・適切な話し方

漢字や語句、適切に話す・聞く、など、基礎・基本の習得については安定した数値

である。しかし、「読むこと」（読解力）については多くの課題が見られた。

そこで、「読むこと」の指導に焦点をあてた授業を考えた。そして、今回の授業で

生徒に身に付けさせたい力を、以下のように設定した。

身に付けさせたい力

目的に応じて必要な情報を読み取る力や文章の構成や趣旨を読み取る力

２ 公開授業 国語科学習指導案

第１学年 国語科学習指導案

日 時 平成 26年 11月 14日
場 所 １年５組 教室

指導者 加 藤 薫 子

（１）単元名 構成や展開をつかむ

教材名 「身近な虫たちの華麗な生きかた」 稲垣栄洋著（ちくま文庫）

（２）指導の立場（単元構成の意図）

① 生徒観

段落ごとの構成や文章全体の流れを意識していない生徒がいる。

各種学力調査から見られる様々な課題を克服するため、授業の方向性を考えた。そ

の中でも、「目的に応じて必要な情報を読み取る力や文章の構成や趣旨を読み取る力」

に課題があり、この力を身に付けさせたいと考えて授業を構想した。

さて、課題作文に取り組んだときのことである。段落ごとの構成や文章全体の流れ

を考えて書く意識が低い生徒が見られた。一文ごとに改行したり、あちらこちらに話

がとんだりする生徒に、内容をまとめ、段落意識をもって書くように指導すると、表

現が改善された。今回の読むことの指導をとおして、生徒に文章全体の構成や論の展

開を意識させることで、自分で文章をよりよく推敲できるようになることにもつなが

ると思われる。

② 教材観

身近な話題で抵抗なく読め、作者の思いがあふれている文章である。

「身近な虫たちの華麗な生きかた」の筆者は、１学期に学習した「ダイコンは大き

な根？」の稲垣栄洋氏である。これは身近な虫の話で、１年生にとっても興味をもっ

て、抵抗なく読める文章である。今回は、「アブラゼミ － セミの命は短いか?」を取



り上げた。１学期の学習を発展させて難易度を上げ、すべての段落を並べ替えさせる

とともに、にせものの段落を一つ加えることで、どれが不要な段落なのか意見が分か

れるようなしかけがしてある教材である。これによって、互いの意見を検討する中で

文章を吟味し、比較しながら情報を選択する力も身に付けさせたいと考えたのである。

「身近な虫たちの華麗な生きかた」は、科学的な読み物である。虫の生態を科学的

な知識と論理で説明しているだけではなく、小さな虫に愛情を注ぐ筆者の思いにあふ

れており、文章の中のちょっとした言葉にもその思いが表れている。子どもの心の琴

線に触れることができるであろう。

③ 指導観

言葉に注目させ、文章の構成と展開、さらに作者の意図をつかませたい。

今回の授業では、バラバラにした形式段落を並べ替えさせ、文章を復元させる手法

を用いた。これは、パズルのようにゲーム感覚で取り組め、誰もが作業できることで、

難しい内容でも主体的に取り組めるのではないかと思われる。

また、並べ替えの作業をすることで、言葉にこだわるとともに相互に関連する言葉

を取り出して検討することになり、読み取りの力を鍛える一方法になると考えた。そ

して、段落相互の関連を考えることで、書かれた内容をまとめ、つなげて考えさせる

ことになり、筆者の論の展開や作者の意図まで読み取らせることができると思われる。

さらに、自分で復元した並べ替えの順序について、なぜその順番に並べたのか根拠

をあげて友だちに説明させるとともに、互いの意見を検討し、他者と交流しながら協

力して問題を解決させたい。

（３）単元目標

文章中の言葉にこだわりながら、文章の構成や展開、作者の意図をとらえる。

（４）指導計画 （全３時間）

「身近な虫たちの華麗な生き方」の文章構成を考えることによって、論の展開や筆者

の意図をつかませる。 ･･･３時間（本時２／３）

① 段落の並べ替えの順番を考える。（個人）

② 段落の並べ替えの順番を検討する。（小集団、クラス全体）

③ 筆者の意図を読み取る。（授業の振り返り 文章全体を読む）

授業の様子 班での話し合い 全体の場での発表
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段 落 の 構 成 や 論 の 展 開 を 考 え て 文 章 を  
復 元 し 、 作 者 の 意 図 を 読 み 取 ろ う 。  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｇ そ れ に し て も 、 ア ブ ラ ゼ ミ と ア ブ ラ ム シ と が 、 

ま っ た く 逆 の 生 き 方 を 選 択 し て い る の が お も し ろ い 。 

（ 形 式 段 落 本 文 を 書 い た 紙 を 黒 板 に 張 り 、 ク ラ ス の 意

見 を 聞 い て 張 り 替 え る 。 段 落 の 構 成 や 作 者 の 意 図 を 示

す 言 葉 に 印 を つ け る 。)         

  

（ 生 徒 の 意 見 を 取 り 上 げ て 板 書 す る ） 例 

○ 段 落 構 成 ・ 展 開  ← 筆 者 の 意 図 

・ 言 葉 の つ な が り ・ 指 示 語 や 接 続 語 

○ 根 拠 ・ 具 体 例 → 主 張 新 た な 疑 問 → 追 究  

 ○ 筆 者 の 思 い 虫 を 人 と 同 じ よ う に 見 る 

華 麗 な 生 き か た 逆 の 生 き 方 の 選 択  

    ア ブ ラ ゼ ミ ･･･ 導 管 粗 食 長 生 き 長 寿 

    ア ブ ラ ム シ ･･･ 篩 管 栄 養 豊 富  短 命 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

本 時 の 流 れ 

① 本 時 の 学 習 の 流 れ を 確 認 す る 。  

 

 

 

 

◆ 前 時 に 個 人 で 並 べ 方 を 考 え さ せ て い

る 。  

② 班 で 話 し 合 い 、 形 式 段 落 を 正 し い 順 番

に 並 べ る 。  

◆ 班 ご と に 、 話 し 合 っ た 結 果 を 書 か せ て 、

黒 板 に 掲 示 さ せ る 。  

③ 各 班 の 考 え を 説 明 す る 。  

 

 

◆ 他 の 班 の 発 表 と 自 分 た ち の 班 の 発 表 を

聞 き 比 べ な が ら 、 違 う 点 に つ い て 発 言

を 促 す 。 （ 共 通 ・ 相 違 点 な ど 比 較 し て 考

え て 聞 く 。 ）  

◆ 黒 板 に は 、 発 表 や 話 し 合 い の ポ イ ン ト

と な る 言 葉 を 取 り 上 げ て 書 く 。  

④ ク ラ ス で 形 式 段 落 の 並 べ か え に つ い て  

考 え 、 課 題 解 決 に 向 け て 話 し 合 う 。  

◆ 対 立 す る 点 に つ い て 取 り 上 げ て 、 検 討

す る 。  
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っ て 説 明 し 、 相 手 を 説 得 す る こ と が 大

切 で あ る こ と を 伝 え る 。  

⑤ 学 習 を 振 り 返 る 。  

◆ 振 り 返 り プ リ ン ト に 、 気 付 い た こ と や

授 業 で 学 ん だ こ と を 記 入 さ せ る 。  

段 落 の 構 成 と 論 の 展 開 を 考 え 、 文 章

を 復 元 し ま し ょ う 。  
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３ 研究協議の概要及び考察

実際の授業では、言葉のつながりに注目し、話の展開を考えた生徒、表現の違いから

考えた生徒、文末表現に注目した生徒、段落の最初の言葉に着目した生徒が、根拠を挙

げて意見を出し合い、班内で活発な議論が行われた。生徒は授業で意図した「言葉に着

目し、構成や展開を読み取る」学習に意欲的に取り組むことができたといえる。生徒の

自己評価でも、文と文、段落と段落のつながりを根拠を挙げながら自分の意見を友達に

説明できたと答えた生徒がほとんどであった。しかし、全体の場で意見を絡み合わせて、

集団の思考として高める指導については課題を感じた。

（１）授業の概要 （授業後の参会者からの感想等）

・授業の始めに、本時の授業のポイントが｢自分の考えを根拠を挙げて説明し、友達を

納得させること｣であるという確認があった。教科内容の習得だけにとどまらず、資

質・能力まで踏み込んでいるところに提案性が見られる。

・バラバラになっている形式段落を並べ替え、文章を復元するという手法を用いた。そ

うすることで、生徒は意欲的・主体的に取り組むとともに、段落相互の関係や一つ一

つの言葉にこだわることもできていた。｢個→グループ→全体→個｣という学習過程を

経ることにより、独りよがりな論理ではなく、他者も納得させられる論理を獲得する

ことができる流れであった。

・｢辞書を日常的に使う｣、｢自分の意見を他者に説明する｣などの全国学力・学習状況調

査等で見出された課題を、基礎的なスキルとして授業で日常的に鍛えている様子がう

かがえた。

（２）機能マップを使った研究協議会 （協議でグループから出された主な意見・提案）

・子供に力を付けさせたいという教師の熱意を感じた。

・活用力を高めるという明確な目標がある授業は参考にしたい。

・少人数（グループ）での活発な話合いが、全体でもさらに深められるとよかった。そ

のための１つの方法として、発表のスキルが高められるととよいのではないか。

研究協議の様子（機能マップ上に付箋を貼っている） 「授業の機能マップ」（柳井中学校版 授業評価表）

※ 機能マップについて

柳井市では、授業の高機能化をめざし、「授業の機能マップ」を用いて授業改善を

図っている。「知識・技能」「能力（思考力、判断力、表現力等）」「人間関係」の３つ

の視点で授業を分析するものである。上に示したのは柳井中学校の授業評価表である。

（３）指導助言 （山口県教育庁義務教育課 指導班 主査 濵﨑美幸 様）

・機能マップを使って、共通の土俵で、様々な角度（視点）から授業を見取ることがで

きるのはとてもよい。



・柳井中では、国語科がチームとして研究に取り組んでいるのがすばらしい。

・全国学力・学習状況調査等の結果を基に、自校の課題をとらえ、意図的・計画的に授

業改善を行っていることは大切なことである。

・めざしたい授業（付けたい力）がはっきりとしている授業であった。

・各グループが並べ替えた短冊がすべて黒板に貼られた場面では、ずれや着目すべきポ

イントについて教師がまず話すのではなく、生徒に言わせるとよかったのではないか。

〈めあてと振り返り〉について

・めあては、学習意欲を引き出す、学習活動を促す（見通しをもたせる）ために大切で

ある。振り返りは、授業をとおして、自分がどうなったか（メタ認知の視点）をしっ

かり行いたい。学校によっては｢まとめ｣（学習内容について）と｢振り返り｣（自分の

授業へのかかわりについて）を分けているところもある。

（４）授業後の考察

１年生すべてのクラスで授業を実施した。生徒のこだわりやつまずき、そして互いの

意見を聞いての反応は、それぞれのクラスで違った。それだけに生徒の反応を見取り、

その場で授業を構想していく教師の力量が必要とされると感じた。班での話合いは活発

であったが、全体の場での発表については更なるスキルの向上が必要である。

授業後の生徒の感想には、以下のようなものが挙がった。

・自分の意見を班で伝え合うことができた。班の皆で意見を伝え合い、班の意見をま

とめて話し合うことができた。すごく楽しかった。

・班内では言えた自分の意見が、みんなの前では言えなかったので残念だった。

・今回のように互いのお互いの意見が違ったとき、周りに流されずに自分の意見に自

信をもち、しっかりその意見を発表することが大事だと思った。これからもしっか

り自分の意見を言おうと思う。

・これからの学習に役立つと思ったことは、班のみんなで一つのことをまとめる力だ。

いろんな意見が出てまとめるのが大変だった。学んだことは正解は一つしかないの

に、たくさんの意見が出ておもしろかったし、勉強になった。

・「それでは」「確かに」等の言葉に気を付けて読むと、段落の順番が分かりやすい。

また、「何年もの」の「も」一字に注目した意見はすごいと思った。

・こんなに激しく討論したのは初めてだった。これほど真剣に考え、意見を出したの

も初めてだった。結局自分の考えは間違いだったが、間違いも納得でき、よい討論

もできたので悔いはない。文の構成と展開について大変よく学べた。

２学期末の生徒による授業評価では、「自分の意見を書いたり、発表したりする力が

高まったと思える」が、１学期末の授業評価と比較して、0.1ポイント、並びに、「コミ

ュニケーション力（聞く・伝え合う・話し合うなど）が身に付いたと思える」が0.3ポ

イント向上した。付けたい力を高めるためには、様々なスキルを繰り返し授業で取り上

げるとともに、３年間を見通し、系統性を考えて授業を構想していくことが大切である。

今後は、自分の考えを表現し、他者と協働的に学ぶことや、「見通し」と「振り返り｣

を効果的に授業に位置付けることを意識しながら、さらなる学力向上を推進していきた

いと考える。


